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黒目杢ホ震攣 津波で流された住宅
間
取
り
図
で
再
現
、
冊
子
に

宮
城
県
の
建
築
士
グ
ル
ー
プ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

流
さ
れ
た
住
宅
を
間
取
り
図
で
再
現
し
、
冊
子
と
し
て
残
す
取

り
組
み

「
記
憶
の
中
の
住
ま
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い

る
。
被
災
者
へ
の
聞
き
取
り
を
基
に
家
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
も

盛
り
込
み
、

「
震
災
前
の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
て
ほ
し
い
」

と
１０
月
に
発
行
す
る
計
画
だ
。
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流
で
で
図
品

沿
岸
部
で
は
土
台
だ
け
を
残

し
て
全
壊
し
た
住
宅
も
多
い
。

県
建
築
士
会
女
性
部
会
の
有

志
ら
は
技
能
を
役
立
て
よ
う

と
、

震
災
か
ら
３
年
後
に
被
災

者
へ
の
聞
き
取
り
を
開
始
。

仙

Ａ
吊
や
石
巻
市
な
ど
で
、

ロ
コ

ミ
を
通
じ
て
徐
々
に
依
頼
す
る

人
が
増
え
た
。
仮
設
住
宅
の
集

会
所
な
ど
を
訪
ね
、

間
取
り
や

家
財
道
具
、

庭
の
植
物
の
配
置

を
図
面
上
に
”
再
建
”
し
て
き

た
。間

取
り
図
に
は
、
大
家
族
の

だ
ん
ら
ん
の
場
と
な
っ
た
広

い
茶
の
間
や
「
居
久
根
」
と
呼

ば
れ
る
屋
敷
林
を
色
鮮
や
か

に
描
く
。

建
物
だ
け
で
な
く
ハ

思
い
入
れ
の
あ
る
場
所
に
は

「
ベ
ラ
ン
ダ
で
海
を
見
な
が
ら

飲
む
ビ
ー
ル
が
お
い
し
か
つ

た
」

「
孫
が
よ
く
飛
び
込
ん
で

宮城の建築士 被 災 者 の 記憶 紡 ぐ
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な
ど
、

住
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
加
え

た
。当

初
、
間
取
り
図
は
依
頼
者

に
だ
け
贈
っ
て
い
た
。

聞
き
取

り
を
続
け
て
き
た
１
級
建
築
工

の
西
條
由
紀
子
さ
ん
（
７２
）
は

「
１
枚
の
写
真
す
ら
手
元
に
残

ら
な
か
っ
た
被
災
者
に
、
新
た

な
ア
ル
バ
ム
に
し
て
ほ
し
か
っ

た
」

と
話
す
。
し
か
し
復
興
が

進
み
、
か
つ
て
の
町
の
面
影
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
よ
り
多

く
の
人
に
手
に
取
っ
て
見
て
も

ら
お
う
と
、
冊
子
で
の
配
布
を

《
」
己
進
林

灘

嗜
を
小

………

し ぬ ヤ 　コアロマ　こノ 　

憶の中の住ま いプロ ジェクト」
匡める 西條由紀子 さん （右） と
ド淑 子 さ ん ＝ ７月、 仙 台 市

決
め
た
。

………

公
開
に
応
じ
た
２６
軒
分
の
製

繍

作
費
４
３
０
万
円
を
ク
ラ
ウ
ド

鮒

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
８
月
叙
日

………

ま
で
募
り
、

約
１
５
０
０
部
を

轍

発
行
す
る
計
画
。
町
の
歴
史
や

鱒

風
習
、
被
災
や
避
難
生
活
の
経

験
談
も
盛
り
込
み
、
各
地
の
伝

承
施
設
な
ど
へ
配
布
す
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
小
林

淑
子
さ
ん
（
５９
）
は
「
被
災
者
が

以
前
の
生
活
を
思
い
出
す
き
っ

・
か
け
や
、
新
た
な
震
災
伝
承
の

形
に
な
れ
ば
」
と
意
気
込
ん
で

い

る
。

〃●ｗ 、。
．
．
・
。
・： ．： ｗ

．
・
．
○
．
９
．
・

° 鵬 ゜◆鬼゚ ・°・キ
冊 ゜°

・

°

。

°

・

°

・

°

○

°

９

°

，

°

・

°

・

°

・

°

・

・１。１・１・１・：・：・１．：・１・
．
○
．
。
○


